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論文の内容の要旨 








では、産業界で用いられている業務改善手法 Training Within Industry (TWI)を元に、TEAMS-BP 









TEAMS-BPの進め方は 4段階で構成されている。【研究 1】、【研究 2】のそれぞれで、作業手順を 1
つ 1つ分解し、個々の作業を詳しく調べ、新しい手順を開発し、実行したものである。 
【研究 1】2013年 4月から 2016年 10月に水戸協同病院を受診した 20歳以上で、STEMIの診断で











TEAMS-BP実施前 58名、実施後 44名の対象者において、患者の背景に差は認めなかった。DTB time
は中央値 106分から 82分(p = 0.037)に優位な短縮を認め、DTB time 90分以内の割合は 40%から 61% 
(p = 0.030)に優位に上昇した。door-to-ECG timeと door-to-laboratory timeも、それぞれ 14.0分から
6.0分 (p < 0.001)、67.0分から 44.5分 (p = 0.003)に有意に短縮した。laboratory-to-balloon time は、
前後で差がなかった(32.0分 から 32.5分、p = 0.951)。DTB timeは、受診時間帯別では時間外に来院
した患者で、108.0分から 90.0分と有意に短縮したことを明らかにしている。 









【研究 1】において、著者は国内では 10年近く DTB timeが中央値 90分と横ばいで、短縮する試み
がほとんどない中で、TEAMS-BP を実施することによって、新たな資源やコストを使うことなく、
STEMIの患者の DTB timeを短縮できることが示唆された。 


















平成 30 年 1 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
